
11月14日に文化庁主催の「文化芸術による子どもの育成事業」の一環で関西演芸協会のみ

なさんによる「寄席」の巡回公演が行われました。「寄席」とは落語・講談・漫才・浪曲・太神楽
よ せ だいかぐ ら

などおもしろいお話を聞かせてくれたり、あっと驚く難しい技などを見せてくれるところです。

9月21日のワークショップによる実技指導から2ヶ月弱、心待ちにしていたみなさんも多かった

のではないでしょうか。また、ワークショップで漫才やアイウエオ作文、寄席囃子やお茶子さ
よ せ ばや し

ん体験に参加したみなさんは、今回の巡回公演でも実際に出演したりお手伝いをしてもらいま

した。出演したりお手伝いいただいたみなさん、お疲れさまでした。

演者のみなさんに落語や漫才、太神楽などの一流のお笑いや芸を披露していただきました。

おもしろいのはもちろんですが、本当に舞台に引き込まれるような感覚で、見ているみなさん

も聞くというよりは聴く、聴きこむというような感じでした。やっぱりプロの人ってすごいな

と実感しました。また、出演した生徒のみなさんのアイウエオ作文や漫才も爆笑でした。練習

の成果を出すことができました。

最後にもう一つ、今回の巡回公演でみなさんの聴く態度が素晴らしかったです。じっくり聴

くときは聴く、舞台からの呼びかけに対してはしっかり反応する、笑うところは笑う・・・。

演者のみなさんと聴いているみなさんが一緒になって創り上げるから、かけがえのない楽しい

時間になったのだと思います。最後に、桂福團治 師匠から、箕島中学校のみなさんは聴く態度

が大変素晴らしいとの最高のお褒めの言葉とこれからの中学生活をしっかりと充実したものに

してくださいとのメッセージもいただきました。また、このような機会があるといいですね。
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